
「
玉
毫
新
旧
序
」
訳
注
（
一
）

鎌
田
出

穿
。
⇒
き
巴
巴
8
き
自
〉
目
。
榊
註
。
昌
o
h
く
信
琶
×
貯
冤
8
σ
。
釜
 
玉
壷
新
詠
序

一
彗
 
困
≧
≦
〉
日
〉

例
言一

、
本
稿
は
、
許
樋
評
選
・
黎
経
詰
箋
注
『
六
朝
文
潔
箋
注
』
（
巻
八
）
所

 
収
「
玉
壷
新
青
馬
」
本
文
お
よ
び
箋
注
部
分
の
訳
注
で
あ
る
。

二
、
底
本
に
は
、
中
華
書
志
出
版
（
一
〇
＄
第
1
版
上
海
第
1
次
印
刷
）
『
六

 
朝
文
禦
箋
注
』
を
用
い
た
。

三
、
原
文
中
の
引
用
書
に
関
し
て
は
、
原
典
と
の
対
照
を
行
い
、
必
要
と
思

 
わ
れ
る
文
字
校
訂
を
加
え
た
。
校
訂
を
加
え
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
語
釈

 
ま
た
は
補
注
で
言
及
し
た
。

四
、
全
体
は
①
原
文
、
②
語
釈
、
③
通
釈
、
④
補
注
よ
り
な
る
。

五
、
訳
注
部
分
は
、
語
釈
・
補
注
の
見
出
し
を
除
き
、
原
則
と
し
て
引
用
文

 
も
含
め
新
漢
字
を
使
用
し
た
。
但
し
、
「
弁
」
（
辮
・
辮
）
の
よ
う
に
意

 
味
上
の
混
乱
を
生
じ
る
場
合
な
ど
、
部
分
的
に
新
漢
字
を
用
い
な
か
っ
た

 
箇
所
も
あ
る
。

六
、
訳
注
に
際
し
て
、
序
本
文
の
み
を
ゴ
チ
ッ
ク
表
記
と
し
た
。

①
原
文

玉
蔓
新
詠
序

膏
陸
機
塘
上
行
「
獲
藻
玉
毫
下
」
。
注
玉
毫
以
喩
婦
人
之
貞
。

②
語
釈

○
「
晋
」
．
（
西
晋
P
ひ
い
～
ω
ま
／
東
晋
ω
ミ
～
凸
O
）
三
国
魏
の
司
馬
炎
（
武

 
帝
）
が
、
魏
の
元
帝
よ
り
譲
り
受
け
て
開
い
た
王
朝
。
五
胡
の
進
入
で
両

 
京
の
陥
落
し
た
ω
ま
年
ま
で
を
西
晋
、
司
馬
容
（
元
帝
）
が
建
業
（
南
京
）

 
に
遷
都
し
た
ω
ミ
年
か
ら
を
東
晋
と
い
う
。

○
「
陸
機
」
（
P
ひ
一
～
ω
O
ω
）
西
晋
の
詩
人
・
文
章
家
。
字
は
士
衡
、
呉
郡
（
江

 
蘇
省
呉
県
）
華
亭
の
人
。
弟
の
陸
雲
と
共
に
「
二
陸
」
と
称
さ
れ
た
。
伝

 
は
『
晋
書
』
（
巻
五
十
四
 
列
伝
第
二
十
四
）
に
載
せ
る
。

○
「
塘
上
行
」
楽
府
題
の
一
つ
。
相
和
歌
辞
清
調
曲
。
古
辞
は
「
塘
上
行
五

 
解
」
で
、
『
楽
府
詩
集
』
（
巻
三
十
五
）
は
魏
冥
福
の
作
と
す
る
が
、
『
玉

 
台
新
旧
』
（
巻
絹
）
は
頸
皇
后
の
作
と
し
「
楽
府
塘
上
行
一
首
」
に
作
る
。

 
陸
機
の
「
塘
上
行
」
は
『
文
選
』
（
巻
二
十
八
）
、
『
玉
台
新
雪
』
（
三
三
）
、

 
『
楽
府
詩
集
』
（
巻
三
十
五
）
に
そ
れ
ぞ
れ
所
収
す
る
。
『
楽
府
詩
集
』

 
の
引
く
『
楽
府
解
題
』
は
、
「
晋
の
陸
機
の
『
江
薙
生
幽
渚
』
は
、
女
性
 
 
鵬

 
が
年
老
い
て
寵
愛
を
失
い
、
川
の
堤
を
行
き
な
が
ら
こ
の
歌
を
作
っ
た
こ

 
と
を
言
う
も
の
で
、
古
辞
と
同
意
で
あ
る
（
若
蟻
差
機
『
江
七
生
幽
渚
』
、

 
言
婦
人
衰
老
失
寵
、
行
於
塘
上
而
為
此
歌
、
与
古
而
同
意
）
」
と
す
る
。

○
「
藻
」
花
（
「
塘
上
行
」
で
は
江
薙
の
花
）
を
い
う
。
「
塘
上
行
」
の
劉

 
良
の
注
に
「
藻
は
花
で
あ
る
（
藻
花
也
）
」
（
『
六
七
注
文
選
』
巻
二
十
八
）

 
と
あ
る
。

○
「
玉
壷
」
補
注
参
照

③
通
釈

玉
台
新
詠
序
 
晋
の
陸
機
の

花
を
開
く
」
と
あ
る
。
注
釈

「
塘
上
行
」
に
、
「
宮
中
の
う
て
な
の
も
と
に

「
玉
台
」
は
、
女
性
の
貞
淑
さ
を
喩
え
る
。

④
補
注
「
玉
壷
」
の
意
味
に
つ
い
て



 
「
玉
台
」
の
解
釈
に
は
、
以
下
に
示
す
諸
説
が
あ
る
。

 
 
A
説
「
美
人
の
居
所
・
後
宮
」
と
す
る
も
の

 
 
B
説
「
宮
中
の
台
盤
」
と
す
る
も
の

 
 
C
説
「
天
帝
の
居
所
」
と
す
る
も
の

 
 
D
説
「
女
性
の
貞
淑
さ
の
た
と
え
」
と
す
る
も
の

 
先
ず
A
説
で
あ
る
が
、
邦
訳
（
鈴
木
虎
雄
『
玉
台
新
詠
（
上
・
中
・
下
）
』

岩
波
文
庫
一
〇
い
ω
／
内
田
泉
之
助
『
玉
台
新
詠
（
上
・
下
）
』
新
釈
漢
文
大

系
ひ
O
・
9
明
治
書
院
這
刈
轟
～
旧
い
／
石
川
忠
久
『
玉
台
新
篇
』
中
国
の

古
典
P
い
学
習
研
究
社
一
〇
。
。
ひ
）
の
い
ず
れ
も
が
こ
の
説
を
採
る
他
、
『
先

秦
吐
息
六
朝
詩
鑑
賞
辞
典
』
（
三
曲
出
版
社
ち
O
O
）
、
『
簡
明
中
国
古
典
文

学
辞
典
』
（
江
西
人
民
出
版
社
一
〇
。
。
ω
）
な
ど
も
A
説
を
採
る
。

 
A
説
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
「
『
玉
台
』
の
二
字
は
徐
陵
の
自
序
に
よ

れ
ば
『
壁
台
』
『
瑠
台
』
又
は
『
金
屋
』
な
ど
と
同
義
の
用
語
で
あ
り
、

後
宮
美
人
の
居
所
を
想
定
し
て
設
け
た
辞
で
あ
る
。
」
（
内
田
）
と
あ
る

如
く
、
各
書
と
も
「
土
呂
の
自
序
」
を
拠
り
所
と
す
る
。

 
次
に
B
説
で
あ
る
が
、
『
辞
源
』
（
商
務
印
書
館
這
。
。
一
修
訂
第
1
版
）
「
玉

台
」
の
第
二
項
で
は
、
「
台
観
名
」
と
し
た
上
で
張
平
子
（
衡
）
「
西
都

賦
」
（
『
文
選
』
巻
二
）
お
よ
び
曹
植
「
冬
至
献
身
感
官
」
（
『
曹
子
建
集
』

巻
八
）
（
※
）
を
引
き
、
「
思
う
に
、
南
朝
陳
の
徐
陵
の
『
玉
台
新
詠
』

は
こ
の
意
味
で
あ
る
（
按
南
朝
野
々
陵
玉
台
新
詠
取
義
於
此
）
」
と
説
明

す
る
。
「
冬
至
献
機
履
表
」
の
当
該
箇
所
（
「
茅
茨
之
随
、
不
足
以
入
金

門
、
登
玉
台
也
」
）
に
つ
い
て
、
丁
嬰
『
曹
集
芸
評
』
は
「
金
門
、
玉
台

は
共
に
天
子
の
居
所
で
あ
る
（
金
門
、
玉
台
倶
謂
帝
居
）
」
（
『
曹
植
集
校

注
』
人
民
文
学
出
版
社
6
。
。
斜
）
と
す
る
。
ま
た
、
呉
兆
宜
注
の
引
く
「
塘

上
行
」
の
李
善
注
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
は
、
「
玉
台
」
の
注
釈
と
し

て
張
平
子
「
西
京
賦
」
を
引
い
て
い
る
。

 
 
※
『
曹
子
三
層
』
（
亡
八
）
は
「
冬
至
献
虫
類
表
」
に
作
り
、
「
茅

 
 
 
茨
之
随
、
不
足
以
入
金
門
、
登
玉
台
也
」
の
十
四
字
を
欠
い
て
い

 
 
 
る
。
こ
こ
で
は
『
曹
植
集
校
注
』
に
拠
っ
て
欠
字
を
補
っ
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

 
C
説
に
つ
い
て
は
、
程
瑛
が
「
王
逸
の
『
楚
辞
・
九
思
』
に
『
太
乙
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

玉
台
に
登
る
』
と
あ
る
（
王
逸
九
思
、
登
太
乙
分
玉
台
）
」
と
い
う
按
語

を
呉
兆
宜
の
注
に
加
え
て
い
る
（
呉
事
宜
注
・
程
瑛
刑
補
『
玉
台
新
詠
箋

注
』
）
。
こ
こ
で
引
か
れ
る
「
九
思
」
に
つ
い
て
、
洪
興
祖
は
「
太
一
は
、

天
帝
の
居
所
で
、
玉
で
う
て
な
を
作
る
（
太
一
、
天
帝
所
在
、
以
玉
為
台
）
」

（『

^
辞
補
注
』
九
思
章
句
第
十
七
 
傷
時
）
と
注
し
て
い
る
。
ま
た
、

吉
田
猛
氏
は
「
『
漢
書
』
礼
楽
志
の
、
『
天
馬
来
た
り
て
、
竜
、
媒
に
ゆ

き
、
閨
間
（
※
）
に
游
び
、
玉
台
を
観
る
』
の
応
郡
県
に
、
『
玉
台
は
上

帝
の
居
る
所
』
と
す
る
方
が
適
確
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
「
京
師

や
皇
室
の
偉
大
さ
を
比
喩
し
た
も
の
」
と
す
る
（
「
『
玉
台
新
詠
』
の
成

立
に
つ
い
て
」
（
『
立
命
館
文
学
』
第
お
O
～
お
一
 
這
。
。
一
）
。

 
 
※
『
漢
書
』
（
巻
二
十
二
 
礼
楽
志
第
二
郊
唐
歌
十
九
章
 
天
馬
十
）

 
 
 
の
原
文
を
引
く
（
『
漢
書
』
中
華
書
局
校
点
本
一
〇
ひ
P
）
。

 
 
 
「
天
馬
篠
、
龍
之
…
媒
、
游
熱
望
、
観
玉
壷
。
」

 
最
後
の
D
説
は
呉
兆
宜
の
注
で
あ
る
が
、
呉
兆
宜
が
何
に
拠
っ
て
「
玉

台
」
を
「
女
性
の
貞
淑
さ
の
た
と
え
」
と
し
た
か
は
未
詳
で
あ
る
。
先
に

引
い
た
「
塘
上
行
」
の
劉
良
の
注
（
『
六
臣
注
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
、

「
『
玉
台
』
は
玉
で
飾
っ
た
う
て
な
で
あ
る
。
『
漁
浪
』
は
そ
の
清
ら
か

さ
で
女
性
の
貞
淑
さ
に
喩
え
る
の
で
あ
る
（
玉
台
以
玉
隣
室
。
三
二
取
急

清
重
三
婦
人
清
貞
）
」
と
あ
り
、
こ
れ
を
敷
賞
し
た
可
能
性
も
あ
る
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
「
塘
上
行
」
に
於
け
る
「
玉
台
」
の
用
法
を
前
提
に
し

た
解
釈
と
言
え
る
。

 
以
上
、
A
～
D
説
に
於
い
て
、
ひ
と
ま
ず
B
説
を
採
用
す
る
。
詳
細
に

つ
い
て
は
論
を
改
め
た
い
。

 
な
お
、
「
台
」
の
訳
語
比
定
に
は
、
当
時
に
於
け
る
「
楼
」
「
閣
」
に

200



対
す
る
「
台
」
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
の
検
証
が
な
お
必
要
で
あ
る
（
佐
藤

保
「
高
楼
の
う
た
一
詩
的
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
楼
 
唐
代
以
前
の
場
合
1
」

（『

剣
絈
w
』
第
五
十
八
輯
）
参
照
）
が
、
今
回
は
と
り
あ
え
ず
、
特
定

の
漢
語
の
イ
メ
ー
ジ
を
比
較
的
喚
起
し
な
い
訳
語
と
し
て
「
う
て
な
」
を

採
用
し
た
。

①
原
文

徐
陵
 
南
史
日
、
徐
陵
、
字
孝
穆
、
東
海
郊
人
也
。
八
歳
能
属
文
、
十
二
通

老
荘
義
。
福
長
、
博
渉
史
籍
、
縦
横
有
口
乞
。
父
摘
爲
晋
安
戦
端
議
。
王
立

爲
皇
太
子
、
東
宮
置
良
士
、
陵
充
其
選
。
陳
受
揮
、
加
散
騎
常
侍
、
領
大
著

作
。
文
、
傲
、
詔
、
諾
皆
陵
所
製
、
爲
一
代
三
廻
。
毎
講
莚
商
較
、
四
坐
莫

與
聖
王
。
目
有
青
晴
、
時
人
以
爲
聰
慧
之
相
互
。
遷
至
毫
光
緑
大
夫
。
至
徳

元
年
卒
、
時
年
七
十
七
。

②
語
釈

○
「
徐
陵
」
（
い
O
刈
～
い
。
。
ω
）
父
の
摘
と
共
に
梁
朝
に
仕
え
、
簡
文
帝
の
文
学

 
集
団
の
中
心
人
物
と
し
て
活
躍
し
、
『
玉
台
新
詠
』
を
編
纂
し
た
。
後
に

 
陳
朝
に
仕
え
、
大
官
を
歴
任
し
た
後
、
太
子
少
傅
と
な
っ
て
卒
し
た
。
そ

 
の
伝
は
『
陳
書
』
（
巻
二
十
六
 
列
伝
巻
二
十
）
お
よ
び
『
南
史
』
（
巻

 
六
十
二
 
列
伝
五
十
二
）
に
所
収
さ
れ
る
。
な
お
、
『
玉
台
新
社
箋
注
』

 
（
呉
兆
立
毛
・
面
上
大
底
）
「
玉
台
新
詠
序
」
に
は
「
陳
尚
書
左
記
射
太

 
子
断
割
東
海
徐
陵
孝
穆
撰
」
と
あ
り
、
程
瑛
が
耳
語
で
『
陳
書
』
を
引
い

 
て
考
証
を
加
え
て
い
る
。

○
「
南
史
」
唐
の
李
延
寿
撰
。
南
朝
宋
・
斉
・
梁
・
陳
早
朝
の
通
史
で
、
「
二

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
十
四
史
」
の
一
つ
。
補
注
1
参
照

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（

○
「
孝
穆
」
徐
陵
の
字
。

○
「
東
海
郊
」
諸
陵
の
原
籍
。
「
東
海
」
は
現
在
の
山
東
省
・
江
蘇
省
の
海

 
岸
沿
い
の
地
域
を
指
す
。
「
郊
」
は
現
在
の
山
東
省
の
郊
城
県
。
な
お
、

 
原
文
は
「
剣
」
に
誤
る
。

○
「
縦
横
」
自
由
奔
放
な
こ
と
。
劉
槙
（
公
幹
）
の
「
贈
五
官
中
郎
将
詩
四

 
首
 
其
四
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
三
）
に
、
「
君
は
意
気
盛
ん
で
、
そ
の
文

 
の
優
雅
な
趣
は
自
由
奔
放
に
飛
翔
す
る
（
君
侯
多
壮
思
、
文
雅
縦
横
飛
）
」

 
と
あ
る
。

○
「
口
辮
」
弁
が
立
つ
こ
と
。
原
文
は
「
口
辮
」
。
『
南
史
』
『
陳
書
』
に
従

 
っ
て
改
め
る
。

○
「
摘
」
徐
陵
の
父
、
豊
野
（
ミ
一
5
い
博
）
の
こ
と
。
（
徐
摘
の
生
没
年
に

 
つ
い
て
は
、
劉
躍
進
『
玉
台
新
詠
研
究
』
（
中
華
書
室
8
0
0
）
下
編
、
「
徐

 
陵
事
跡
編
年
叢
書
」
に
拠
る
）

○
「
晋
安
王
」
梁
の
簡
文
帝
薫
綱
の
こ
と
。
『
志
野
』
（
黒
八
 
梁
本
紀
下

 
第
八
）
に
「
太
宗
簡
文
帝
は
誰
を
綱
と
い
い
、
字
を
天
工
と
い
い
、
小
字
 
 
0
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2

 
は
六
通
と
い
っ
た
。
武
帝
の
第
三
子
で
、
昭
明
太
子
の
同
母
弟
で
あ
る
。

 
天
監
二
年
（
い
O
ω
）
十
月
丁
未
、
顕
陽
殿
で
生
ま
れ
た
。
五
年
に
は
晋
安

 
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
（
太
宗
簡
文
黄
熟
綱
、
字
会
舘
、
小
字
六
通
、
武
帝
第

 
三
子
、
昭
明
太
子
母
野
也
。
玉
章
二
年
十
月
丁
未
、
生
干
追
出
殿
。
五
年
、

 
封
晋
安
王
）
」
と
あ
る
。
「
晋
安
」
は
、
現
在
の
福
建
省
南
部
地
域
。
『
資

 
治
通
鑑
』
（
巻
一
百
六
十
六
 
梁
紀
二
十
二
 
敬
帝
紹
泰
元
年
）
胡
三
省

 
の
注
に
「
呉
が
東
安
県
を
立
て
、
晋
の
武
帝
が
晋
安
と
名
を
改
め
た
。
太

 
康
三
年
目
P
o
◎
P
）
、
建
安
と
分
け
て
愚
考
郡
を
立
て
た
。
『
五
代
志
』
に
よ

 
れ
ば
、
建
安
郡
南
安
県
は
古
く
は
晋
安
と
言
っ
た
。
現
在
の
泉
州
が
そ
の

 
地
で
あ
る
（
呉
立
東
安
県
、
晋
武
帝
更
名
晋
安
。
太
康
三
年
、
分
建
安
立

 
晋
安
郡
。
五
代
志
、
直
面
回
章
安
県
旧
日
晋
安
。
今
之
泉
州
即
田
地
）
」

 
と
あ
る
。

○
「
諮
議
」
官
名
。
諮
議
参
軍
の
略
。
『
梁
書
』
（
巻
三
十
 
列
伝
第
二
十



 
四
）
に
「
普
通
四
年
（
旨
ω
）
、
晋
安
国
が
（
丹
陽
を
）
出
て
裏
陽
を
治
め

 
る
こ
と
と
な
り
、
摘
は
も
と
よ
り
自
ら
求
め
て
晋
二
王
の
府
に
随
っ
て
西

 
上
し
、
晋
四
王
諮
議
参
軍
に
官
を
移
っ
た
（
普
通
四
年
、
日
出
露
台
陽
、

 
本
真
求
随
府
西
上
、
遷
晋
安
王
諮
議
海
軍
）
」
と
あ
る
。

○
「
王
立
爲
皇
太
子
」
晋
安
王
で
あ
っ
た
薫
綱
は
、
中
大
通
三
年
（
い
ω
一
）
、

 
昭
明
太
子
（
い
O
一
～
い
ω
一
）
の
死
に
よ
っ
て
皇
太
子
と
な
る
。

○
「
東
宮
」
皇
太
子
の
い
る
宮
。
『
詩
経
』
（
衛
風
 
食
人
）
の
疏
に
「
太

 
子
は
東
宮
に
い
る
の
で
、
そ
こ
で
東
宮
を
以
て
太
子
を
表
す
（
太
子
居
東

 
宮
、
因
以
東
宮
表
太
子
）
」
（
『
毛
詩
正
義
』
巻
三
）
と
あ
る
。

○
「
學
士
」
官
名
。
西
省
学
士
の
こ
と
。
『
陳
書
』
（
巻
二
 
高
祖
本
紀
下
）

 
に
「
詔
勅
を
出
し
て
前
代
に
従
っ
て
西
省
学
士
を
置
き
、
あ
わ
せ
て
技
術

 
を
持
つ
者
を
こ
れ
に
当
た
ら
せ
た
（
詔
書
前
代
西
省
学
士
、
兼
以
伎
術
者

 
預
焉
）
」
と
あ
る
。

○
「
陳
」
（
い
鴇
～
い
。
。
O
）
南
朝
最
後
の
王
朝
。
陳
覇
先
が
梁
の
聖
帝
よ
り
帝

 
位
を
禅
譲
さ
れ
て
興
し
た
が
、
五
代
三
十
年
で
階
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

○
「
暉
」
禅
譲
。
存
命
中
の
天
子
が
、
自
分
の
子
孫
に
で
は
な
く
有
徳
者
に

 
帝
位
を
平
和
裡
に
譲
る
こ
と
。
『
尚
書
正
義
』
（
巻
二
 
回
廊
 
疏
）
に

 
「
尭
や
舜
は
聖
者
や
賢
者
に
位
を
譲
っ
た
が
、
禺
や
湯
は
子
孫
に
位
を
授

 
け
た
（
尭
舜
禅
譲
聖
賢
、
二
世
伝
授
子
孫
）
」
と
あ
る
。

○
「
散
騎
常
侍
」
官
名
。
散
騎
省
の
長
官
。
『
通
肩
』
（
巻
第
二
十
一
 
職

 
三
三
 
門
下
省
 
散
髪
常
侍
）
に
「
宋
は
四
人
置
き
、
集
書
省
に
属
し
て

 
い
た
。
（
中
略
）
梁
で
は
集
書
省
を
散
騎
省
と
言
っ
た
。
（
中
略
）
陳
は

 
梁
の
制
度
を
受
け
継
い
で
い
る
（
体
質
四
人
、
属
集
書
省
（
中
略
）
梁
謂

 
之
散
騎
省
（
中
略
）
陳
因
梁
制
）
」
と
あ
る
。

○
「
大
著
作
」
官
名
。
『
歴
代
職
官
表
』
（
巻
二
十
三
 
翰
林
院
）
に
「
『
階

 
書
百
官
志
』
に
よ
る
と
梁
王
朝
は
著
作
郎
一
名
、
佐
郎
八
名
を
置
き
、
国

 
史
を
掌
管
さ
せ
た
。
著
作
郎
は
大
著
作
と
も
言
う
（
階
書
百
官
志
、
梁
置

 
著
作
郎
一
人
六
事
八
人
、
掌
国
史
。
著
作
郎
謂
之
大
著
作
）
」
と
あ
る
。

○
「
文
、
激
、
詔
、
諾
」
文
体
の
名
。
「
文
」
は
有
韻
の
文
の
意
で
、
「
詩
」

 
「
賦
」
「
騒
」
な
ど
を
指
す
。
「
傲
」
は
無
韻
の
文
で
、
戦
争
に
あ
た
っ

 
て
出
す
布
告
。
「
詔
・
諾
」
も
無
韻
の
文
で
、
君
主
が
臣
下
に
下
す
文
章
。

 
な
お
、
『
文
選
』
は
当
時
の
詩
文
を
三
十
七
種
に
分
類
す
る
が
、
「
誰
」

 
は
含
ま
れ
な
い
。

○
「
文
宗
」
文
章
の
大
家
。
『
魏
書
』
（
巻
六
十
七
 
列
伝
第
五
十
五
 
崔

 
光
）
に
「
郵
送
伯
（
崔
光
の
字
）
の
才
能
は
東
流
す
る
黄
河
の
如
く
広
大

 
で
、
も
と
よ
り
当
代
の
文
章
の
大
家
で
あ
る
（
崔
孝
伯
密
計
浩
浩
如
黄
河

 
東
土
、
固
今
日
之
文
宗
也
）
」
と
あ
る
。

○
「
講
錘
」
講
義
を
す
る
場
所
。
『
陳
書
』
（
巻
二
十
五
 
列
伝
第
十
九

 
孫
言
伝
）
に
「
当
時
、
興
皇
寺
の
朗
法
師
が
仏
典
に
広
く
通
じ
て
お
り
、

 
孫
場
は
常
に
（
朗
法
師
の
仏
典
の
）
講
義
の
場
に
出
席
し
て
い
た
が
、
時

 
折
反
論
を
す
る
と
、
（
同
座
し
て
い
た
）
僧
侶
た
ち
は
（
地
場
の
論
に
）

 
強
く
心
を
惹
か
れ
た
（
時
興
皇
寺
朗
法
師
面
通
釈
典
、
場
毎
造
講
錘
、
時

 
有
抗
論
、
法
侶
莫
不
傾
心
）
」
と
あ
る
。

○
「
商
較
」
は
か
り
比
べ
る
。
原
文
は
「
商
教
」
。
『
南
画
』
に
従
っ
て
改

 
め
る
。

○
「
四
坐
」
四
方
の
座
。
満
座
。
原
文
は
「
四
座
」
。
『
南
史
』
に
従
っ
て

 
改
め
る
。
陸
機
「
呉
趨
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
十
八
）
に
「
満
座
の
皆
様

 
心
静
か
に
、
私
の
呉
趨
の
歌
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
（
四
坐
並
清
聴
、
聴
我

 
歌
磁
歪
）
」
と
あ
る
。

○
「
青
山
」
原
文
は
「
清
晴
」
に
作
る
。
『
陳
書
』
に
従
っ
て
改
め
る
。
補

 
 
 
 
 

 
注
参
照
2
。

○
「
怪
光
緑
大
夫
」
官
名
。
『
丁
霊
』
（
巻
第
三
十
四
 
職
官
十
六
 
文
散

 
官
 
光
禄
大
夫
以
下
）
に
「
梁
に
も
左
右
金
紫
光
士
大
夫
が
あ
り
、
三
部

 
尚
書
を
兼
任
し
、
左
右
光
禄
大
夫
が
あ
り
虚
無
を
兼
任
し
た
が
、
と
も
に
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老
人
を
い
た
わ
り
病
を
養
う
官
職
で
あ
る
。
陳
は
こ
れ
を
受
け
継
い
だ
（
梁

 
二
布
左
右
金
紫
光
禄
大
夫
、
視
吏
部
尚
書
、
左
右
光
禄
大
夫
単
二
曹
、
並

 
養
老
病
。
画
因
之
）
」
と
あ
る
。

○
「
至
徳
元
年
」
陳
王
朝
（
い
い
刈
～
い
。
。
O
）
の
止
男
（
長
城
公
、
叔
宝
）
在

 
位
中
の
年
号
。
五
人
三
年
。

③
通
釈

徐
陵
 
『
南
史
』
に
い
う
、
「
徐
陵
、
字
は
孝
穆
、
東
海
郊
の
人
で
あ
る
。

八
歳
で
巧
み
に
文
を
作
り
、
十
二
歳
で
老
子
荘
子
の
内
容
に
通
暁
し
た
。
成

長
す
る
と
、
広
く
歴
史
書
を
読
み
、
自
由
奔
放
に
弁
舌
を
繰
り
広
げ
た
。
父

の
摘
は
晋
安
王
の
諮
議
参
軍
で
あ
っ
た
が
、
晋
安
心
は
皇
太
子
に
珊
命
さ
れ

る
と
、
東
宮
に
学
士
を
置
き
、
そ
の
任
に
徐
陵
を
あ
た
ら
せ
た
。
陳
覇
先
が

梁
王
の
禅
譲
を
受
け
る
と
、
嵩
置
常
侍
の
官
を
加
え
ら
れ
、
大
著
作
を
兼
任

、
し
た
。
陳
王
の
文
、
傲
、
詔
、
諾
は
す
べ
て
徐
陵
が
作
り
、
徐
陵
は
当
代
き

っ
て
の
文
章
の
大
家
で
あ
っ
た
。
（
仏
教
の
）
講
義
で
は
様
々
な
説
を
は
か

り
比
べ
た
が
、
座
の
誰
一
人
と
し
て
（
徐
陵
に
）
対
抗
出
来
る
者
は
い
な
か

っ
た
。
歯
止
は
瞳
が
青
く
、
時
の
人
々
は
そ
れ
を
賢
者
の
相
で
あ
る
と
思
っ

た
。
後
に
官
を
移
り
左
光
緑
大
夫
に
任
ぜ
ら
れ
、
至
徳
元
年
、
七
十
七
歳
で

卒
し
た
」
と
。

 
 
 

補
注
1
『
南
史
』
に
つ
い
て

 
 
く

 
黎
経
諾
の
引
く
「
南
史
」
に
は
、
『
全
史
』
（
巻
六
十
二
 
列
伝
第
五

十
二
 
徐
摘
）
の
原
文
に
対
し
て
省
略
・
改
変
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
『
陳

書
』
（
巻
二
十
六
 
列
伝
第
二
十
 
徐
陵
）
に
拠
っ
た
と
思
わ
れ
る
箇
所

も
あ
る
。
以
下
、
『
南
史
』
（
「
南
」
と
略
称
す
る
）
お
よ
び
『
陳
書
』
（
「
陳
」

と
略
称
す
る
）
と
の
対
照
結
果
を
示
す
。

 
 
「
徐
陵
、
字
孝
穆
」
1
1
「
陵
、
字
孝
穆
」
（
南
）
／
「
徐
陵
、
字
孝
穆
」

※

 
 
（
陳
）

「
東
海
郊
人
也
」
1
1
『
南
史
』
に
記
載
無
し
／
「
東
海
郊
人
也
」
（
陳
）

「
八
歳
能
屡
文
」
1
1
「
八
歳
属
文
」
（
南
）
／
「
八
歳
能
属
文
」
（
陳
）

「
十
二
通
老
荘
義
」
1
1
「
十
三
通
荘
老
義
」
（
南
）
／
「
十
二
通
荘
老

 
義
」
（
陳
）

「
既
長
、
博
渉
史
籍
、
縦
横
有
口
辮
」
1
一
「
及
長
、
博
渉
史
籍
、
縦
横

 
有
口
辮
」
（
南
）
／
「
既
長
、
博
渉
史
籍
、
縦
横
有
口
辮
」
（
陳
）

「
父
摘
瀬
踏
安
王
諮
議
」
1
1
「
父
摘
爲
音
安
王
二
者
」
（
南
）
／
「
父

 
摘
爲
王
堅
甲
」
（
陳
）

「
王
立
爲
皇
太
子
、
東
宮
置
學
士
、
陵
辱
其
節
」
“
『
三
管
』
『
陳
書
』

 
共
に
同
じ
。

「
心
事
暉
、
加
散
騎
常
侍
領
大
著
作
」
1
1
「
陳
亭
主
、
加
散
騎
常
器
（
中

 
略
）
領
大
著
作
」
（
南
）
／
「
高
祖
受
輝
、
加
密
蔵
常
侍
（
中
略
）

 
領
大
著
作
」
（
陳
）

「
文
、
橡
、
詔
、
諾
皆
陵
所
製
、
爲
一
代
文
部
」
1
1
「
文
、
撤
、
軍
書

 
及
聖
運
詔
策
、
皆
陣
所
製
、
爲
一
代
文
宗
」
（
南
）
／
「
文
、
傲
、

 
軍
書
及
暉
愚
挙
策
、
皆
陵
所
製
、
（
中
略
）
爲
一
代
文
宗
」
（
陳
）

「
毎
講
莚
商
教
、
四
座
莫
與
之
抗
」
“
「
毎
講
錘
応
護
、
四
坐
辞
譲
抗
」

 
 
（
南
）
／
「
毎
講
鍵
商
較
、
四
座
莫
與
抗
」
（
陳
）

「
目
有
清
晴
」
ー
ー
「
目
有
青
精
」
（
南
）
／
「
目
有
青
晴
」
（
陳
）

「
時
人
以
爲
聰
慧
之
相
也
」
1
1
「
時
人
以
爲
聰
戸
車
相
也
」
（
南
）
／

 
 
「
時
人
以
爲
聰
恵
之
相
也
」
（
陳
）

「
遷
至
左
光
緑
大
夫
」
1
1
『
南
光
』
『
陳
書
』
共
に
「
遷
照
光
緑
大
夫
」

 
に
作
る
。

「
至
徳
元
年
卒
、
時
言
七
十
七
」
1
1
「
至
徳
元
年
卒
、
年
七
十
七
」
（
南
）

 
／
「
至
徳
元
年
卒
、
時
年
七
十
七
」
（
陳
）

「
文
、
激
、
詔
、
諾
皆
留
所
製
、
爲
一
代
孟
宗
」
は
、
『
野
史
』
お
よ
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び
『
陳
書
』
で
は
「
時
人
以
爲
聰
豊
玉
相
也
」
以
下
に
あ
る
。
ま
た
、

「
遷
至
左
早
緑
大
夫
」
以
下
の
部
分
は
、
『
南
無
』
お
よ
び
『
陳
書
』

で
は
「
毎
講
錘
重
教
、
四
座
莫
與
之
抗
」
以
前
に
あ
る
。

 
 
 

補
注
2
「
青
晴
」
に
つ
い
て

 
 
 

 
 
原
文
の
「
清
晴
」
は
、
『
三
文
韻
府
』
『
腓
字
類
編
』
共
に
用
例
無
し
。

 
参
考
ま
で
に
「
晴
」
と
同
義
の
「
眸
」
（
『
漢
語
大
字
典
』
（
四
川
辞
書
出

 
版
社
・
湖
北
辞
書
出
版
社
お
。
。
。
。
）
に
拠
る
）
に
置
き
換
え
て
検
索
す
る

 
と
、
例
え
ば
『
侃
文
話
府
』
に
は
、
張
衡
「
七
辮
」
（
「
緋
」
は
、
『
藝
文

 
類
聚
』
で
は
「
辮
」
に
作
る
）
「
え
く
ぼ
と
笑
顔
、
清
ら
か
な
ひ
と
み
と

 
流
し
目
（
暦
輔
巧
笑
、
清
見
流
晒
）
」
を
引
く
。

 
 
『
南
史
』
は
「
青
馬
」
に
作
る
。
「
青
精
」
は
、
謝
兆
「
始
出
尚
書
省
」

 
（
『
六
臣
注
文
選
』
巻
三
十
）
の
李
周
翰
の
注
に
「
青
精
は
星
で
あ
る
（
青

 
精
転
校
）
」
と
あ
る
。

 
 
『
陳
書
』
は
「
青
晴
」
に
作
り
、
『
侃
文
韻
府
』
『
餅
字
類
編
』
共
に

 
『
陳
書
』
（
徐
陵
伝
）
を
用
例
と
し
て
引
く
。
ま
た
『
漢
語
大
詞
典
』
（
漢

 
語
大
詞
典
出
版
社
這
。
。
ω
）
は
、
「
黒
く
輝
く
眼
。
古
代
で
は
賢
さ
の
相
と

 
言
わ
れ
た
（
烏
黒
清
亮
的
眼
珠
。
古
代
謂
聡
慧
之
相
）
」
と
説
明
し
た
上

 
で
、
や
は
り
徐
陵
伝
を
引
い
て
い
る
。

 
 
「
清
晴
」
「
青
精
」
「
青
晴
」
が
表
す
徐
陵
の
「
聡
慧
（
恵
）
」
は
、
徐

 
陵
の
仏
教
に
対
す
る
信
心
・
造
詣
の
深
さ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
例

 
え
ば
『
陳
書
』
（
巻
二
十
六
 
列
伝
第
二
十
）
は
、
「
（
徐
陵
は
）
若
く
し

 
て
釈
迦
の
教
え
を
尊
び
信
仰
し
、
多
く
の
経
典
を
詳
し
く
解
き
明
か
し
た
。

 
陳
の
三
主
が
皇
太
子
で
あ
っ
た
時
、
徐
陵
に
命
じ
て
大
品
経
を
講
義
さ
せ

 
た
と
こ
ろ
、
仏
教
を
学
ぶ
者
や
名
だ
た
る
僧
た
ち
が
、
遠
方
よ
り
多
く
集

 
ま
っ
て
来
た
。
講
義
の
た
び
に
（
そ
れ
ぞ
れ
の
説
を
）
は
か
り
比
べ
て
み

 
た
が
、
（
徐
陵
に
）
対
抗
出
来
る
者
は
誰
も
い
な
か
っ
た
（
少
而
崇
信
釈

教
、
経
論
仁
所
精
解
。
後
主
翼
東
宮
、
令
陵
講
大
品
経
、
義
学
名
僧
、
自

盛
雲
集
、
聴
講
華
商
較
、
四
座
莫
能
与
野
）
」
（
『
南
史
』
で
は
、
「
精
」

を
「
釈
」
に
、
「
座
」
を
「
坐
」
に
作
る
が
、
主
旨
は
変
わ
ら
な
い
）
に

続
け
て
、
「
目
有
青
晴
、
時
人
以
為
聡
恵
之
相
也
」
と
述
べ
て
い
る
。

 
こ
こ
で
史
書
が
徐
陵
の
目
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
徐
陵
の
目
が
仏
教

に
於
け
る
そ
の
異
能
ぶ
り
を
表
す
「
ス
テ
ィ
グ
マ
」
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ

ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
釈
迦
の
「
青
目
」
が
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。
な
お
、
釈
迦
「
青
目
」
に
つ
い
て
は
、
徐
陵
「
東
陽
双
林
寺
傅
大
士

碑
」
（
『
無
難
穆
集
箋
注
』
巻
五
）
に
「
魏
の
高
僧
支
謙
も
そ
の
黄
色
い

目
を
恥
じ
、
シ
ッ
ダ
ル
タ
（
釈
迦
）
も
そ
の
青
い
目
を
恥
じ
る
だ
ろ
う
（
支

郎
之
彦
既
恥
黄
晴
、
盟
西
之
師
有
葱
青
目
）
」
と
あ
り
、
呉
兆
宜
は
『
宝

女
賊
』
を
引
い
て
「
如
来
の
瞳
は
あ
ざ
や
か
な
青
色
の
よ
う
だ
（
如
来
瞳

子
如
紺
青
色
）
」
と
注
し
て
い
る
。

 
以
上
よ
り
、
本
訳
注
で
は
原
文
の
「
清
晴
」
を
「
青
晴
」
に
改
め
た
上
 
 
0
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で
、
「
青
い
瞳
」
と
解
釈
す
る
。

①
原
文

呉
兆
宜
注
 
依
原
本
附
録
顧
樵
、

張
尚
暖
諸
家
注
。

徐
畑
、
徐
樹
穀
、
樹
屏
、
樹
聲
、
造
本
、

②
語
釈

○
「
呉
兆
宜
」
呉
江
（
現
在
の
江
蘇
省
蘇
州
の
南
）
の
人
で
、
字
は
顕
令
。

 
清
の
康
煕
時
代
の
生
員
。
徐
陵
と
庚
信
の
二
集
に
注
を
施
し
（
『
徐
孝
穆

 
集
箋
註
』
六
巻
・
『
庚
開
府
集
箋
註
』
十
巻
）
、
『
玉
台
新
詠
』
『
才
調
集
』

 
『
韓
催
詩
集
』
に
も
注
を
施
し
た
（
『
才
調
集
』
お
よ
び
『
韓
催
詩
集
』

 
の
箋
註
本
は
残
っ
て
い
な
い
）
。
（
以
上
、
『
四
庫
全
書
総
目
』
（
巻
一
四



 
八
 
集
部
 
別
集
類
一
）
に
拠
る
）

○
「
原
本
」
潜
門
宜
の
注
を
施
し
た
「
玉
台
新
詠
序
」
（
呉
兆
宜
注
『
徐
孝

 
穆
集
箋
注
』
巻
四
に
所
収
）
を
指
す
。

○
「
顧
樵
」
呉
江
の
人
で
、
字
は
樵
水
。
詩
で
名
高
く
、
山
水
画
に
秀
で
て

 
い
た
。
（
以
上
、
『
国
朝
者
献
類
徴
初
編
』
（
巻
四
六
六
）
に
拠
る
）

○
「
徐
畑
」
毘
山
（
現
在
の
上
海
市
松
江
県
の
西
北
）
の
人
で
、
字
は
章
仲
。

 
康
煕
二
十
一
年
（
一
ひ
o
o
P
）
の
進
士
で
、
官
位
は
直
隷
皇
道
に
至
っ
た
。
徐

 
樹
穀
と
共
に
『
李
義
山
文
集
箋
註
』
（
徐
畑
箋
・
徐
樹
穀
註
）
を
編
纂
し

 
た
。
（
以
上
、
『
四
庫
全
書
総
目
』
（
巻
一
五
一
 
集
部
 
別
集
類
四
）
に

 
拠
る
）
な
お
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
一
〇
ひ
O
）
は
、
徐
乾
学
の
子

 
で
樹
穀
の
弟
と
説
明
す
る
。

○
「
徐
樹
穀
」
毘
山
の
人
で
、
字
は
藝
初
。
康
煕
二
十
四
年
（
ま
。
。
い
）
の
進

 
士
で
、
官
位
は
山
東
道
監
察
御
史
に
至
っ
た
（
以
上
、
『
四
庫
全
書
総
目
』

 
（
巻
一
五
一
 
集
部
 
別
集
類
四
）
に
拠
る
）
。
ま
た
、
『
清
史
稿
』
（
巻

 
二
百
七
十
一
 
列
伝
五
十
人
 
徐
乾
学
）
に
「
乾
学
の
子
樹
穀
（
乾
学
子

 
樹
穀
）
」
と
あ
る
。
『
中
国
人
名
大
辞
典
』
（
上
海
書
店
一
℃
。
。
轟
）
は
、
徐
乾

 
学
の
子
で
徐
畑
の
兄
と
す
る
。

○
「
樹
屏
」
徐
樹
屏
。
侍
講
学
士
で
あ
っ
た
徐
乾
学
の
子
で
、
康
煕
二
十
三

 
年
（
一
ひ
。
。
駆
）
に
徐
樹
声
と
共
に
順
天
府
の
郷
試
に
合
格
し
た
。
（
以
上
、
『
清

 
史
稿
』
（
巻
一
百
八
 
志
八
十
三
 
選
挙
三
）
に
拠
る
）

○
「
樹
聲
」
徐
樹
声
。
都
御
史
で
あ
っ
た
徐
元
文
の
子
（
以
上
、
『
清
史
稿
』

 
（
巻
百
八
 
志
八
十
三
 
選
挙
三
）
に
拠
る
）
。
な
お
、
『
清
史
稿
』
（
巻

 
二
百
七
十
一
 
列
伝
五
十
八
 
徐
乾
学
）
に
「
乾
学
の
弟
元
文
（
乾
学
弟

 
元
文
）
」
と
あ
る
。

○
「
樹
本
」
徐
樹
本
。
字
は
道
積
、
忍
斎
と
号
し
た
。
徐
元
文
の
第
二
子
。

 
康
煕
三
十
六
年
（
一
ひ
O
刈
）
の
進
士
。
（
以
上
、
『
皇
清
書
史
』
（
巻
三
）
に

 
拠
る
）

○
「
張
尚
暖
」
呉
江
の
人
で
、
字
は
宏
蓮
あ
る
い
は
護
持
（
以
上
、
『
国
朝

者
献
類
徴
初
編
』
（
巻
二
二
＝

位
は
江
西
興
国
知
県
に
至
る

店
ち
。
。
斜
）
に
拠
る
）
。

一）

ﾉ
拠
る
）
。
康
煕
年
間
の
進
士
で
、
官

（
以
上
、
『
中
国
人
名
大
辞
典
』
（
上
海
書

③
通
釈

呉
兆
宜
 
（
呉
握
握
の
）
原
本
に
依
っ
て
、
顧
樵
、
徐
畑
、
弓
手
穀
、

嘉
島
、
樹
本
、
張
尚
暖
諸
家
の
注
を
加
え
た
。

樹
下
、

（
以
下
、
続
く
）
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